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研究実績 

の概要 

本年度は主に，(1) 無線LANにおけるperformance anomalyの解決法，(2) 遅延耐性ネッ

トワークにおける端末数の推定法，(3) 直交周波数分割多重におけるピーク対平均電力

比の低減法 について検討した．以下，それらの概要について報告する． 

 

(1) 無線LANにおけるperformance anomalyの解決法 

規格や端末間の距離の違いにより無線LAN（Local Area Network）内には伝送速度の異な

る端末が混在している場合が多い．この状況下で，通常では各端末に平等に送信権が与え

られるため，全端末のスループットが等しくなって，高速な端末はその能力を発揮するこ

とができない．この問題はperformance anomalyと呼ばれ，これまでに様々な解決法が提

案されている．本研究では，バックオフ時間（パケット衝突回避のために設けられている

送出前のランダムな待機時間）を端末の伝送速度に応じて調整する方法について検討し

た．シミュレーションによる評価の結果，端末の能力に応じたスループットを実現するこ

とが可能であることが示された． 

 

(2) 遅延耐性ネットワークにおける端末数の推定法 

遅延耐性ネットワークでエピデミック通信を行う際に問題となるのが，パケット中継を止

める時期である．あらかじめ閾値を設定し，中継回数がその値を超えると中継を止める方

式が提案されているが，閾値の設定において全端末数が既知であることが前提となってい

る．しかし，この前提は現実的ではない．本研究では，全端末数が未知である状況下にお

いて自身の通信可能領域内の端末数を定期的に観測し，それらの値からネットワーク全体

の端末数を推定する方法について検討した．シミュレーションによる評価の結果，端末の

増減がなく，random way pointと呼ばれるモデルに従って端末が移動するネットワーク

においては，精度の高い推定が可能であることが示された． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

(3) 直交周波数分割多重におけるピーク対平均電力比の低減法 

直交周波数分割多重方式 はサブキャリア信号が足し合わされることで大きなピーク対平

均電力比PAPR（Peak to Average Power Ratio）が生じる．これを軽減するためサブキャ

リアの同相合成を回避するQAM（Quadrature Amplitude Modulation）信号重畳型PAPR低

減法 (重畳低減法) に着目した．この方式は，サブキャリアの信号点に対しデータシンボ

ルの存在範囲を拡げるためのQAM 信号 (重畳信号) を適用することで同相合成を回避し

ている．しかし，信号点の候補数が多くなるため最適な送信信号の選択にコストがかかる

ことや，平均信号電力が高くなるといったデメリットがある．本研究では，重畳信号によ

る振幅の増大や信号点の候補数を抑えるため，元となるサブキャリアの信号点が存在する

象限によって重畳信号を制限する方法を検討した．結果的に，従来方式よりも平均信号電

力が下がり，PAPR 特性の改善も見られた． 
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